
 
 

写真：アズキナシ（野幌自然休養林） 

 

 

今月のトピック 

・北海道森林管理局の重点取組事項 

 

 

 

 

国民の森林・国有林 
 林野庁 北海道森林管理局  

2020 
No.53 

 

も り 

 



北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
北
海

道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ha
の

う
ち
、
約
４
割
に
あ
た
る
３
０

４
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
に

は
、
希
少
な
野
生
生
物
が
生
息
す

る
な
ど
、
学
術
的
に
も
価
値
の
高

い
森
林
が
数
多
く
広
が
っ
て
い

ま
す
。 

一
方
人
工
林
で
は
、
戦
後
植
栽

さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ

等
が
資
源
と
し
て
成
熟
し
、
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地

域
振
興
や
循
環
型
社
会
の
構
築

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。 北

海
道
森
林
管
理
局
は
、
今
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
、
技
術
、
成

果
等
の
「
見
え
る
化
」
を
テ
ー
マ

に
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
重
点

的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

道
内
の
人
工
林
は
ト
ド
マ

ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
等
、
針
葉
樹
が

主
体
で
間
伐
期
か
ら
主
伐
期
に

移
行
中
で
す
が
、
中
に
は
自
然

に
生
え
た
広
葉
樹
が
交
ざ
っ
た

森
林
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
況
の
人
工
林

が
国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん

養
な
ど
森
林
の
有
す
る
公
益
的

機
能
を
持
続
的
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
よ
り
全
て
の
主

伐
箇
所
で
「
天
然
力
を
活
用
し

た
多
様
な
森
林
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
人
工
林
に
生

育
す
る
広
葉
樹
を
活
か
し
つ

つ
、
主
伐
と
植
栽
を
進
め
、
多

様
な
樹
種
、
林
齢
か
ら
な
る
森

林
へ
誘
導
し
、
森
林
の
公
益
的

機
能
を
発
揮
さ
せ
る
と
と
も

に
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
多
様

な
樹
種
の
供
給
を
目
指
し
ま

す
。 

   

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

は
、
か
つ
て
「
不
毛
の
大
地
」

と
呼
ば
れ
た
荒
野
を
先
人
た
ち

が
不
断
の
努
力
と
挑
戦
を
積
み

重
ね
、
昭
和
31
年
か
ら
北
海
道

の
東
部
、
別
寒
辺
牛
川
の
上
・

中
流
部
に
計
画
的
に
造
成
し
、

現
在
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
約

6
千
ha
が
見
事
に
育
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
広
大
な
人
工
林
に

お
い
て
、
主
伐
と
植
栽
を
天
然

力
の
活
用
も
図
り
な
が
ら
計
画

的
に
進
め
、
齢
級
構
成
の
平
準

化
を
図
り
つ
つ
、
最
終
的
に
は

二
百
年
生
の
超
長
伐
期
化(

大

径
木
化)

を
目
指
す
取
組
に
着

手
し
ま
す
。
今
年
度
は
、
長
伐

期
に
適
し
た
箇
所
を
把
握
す
る

た
め
に
現
地
の
調
査
を
行
い
ま

す
。 超

長
伐
期
化
は
、
森
林
の
公

益
的
機
能
の
更
な
る
発
揮
と
と

も
に
、
毎
年
度
の
多
様
な
樹
材

種
の
安
定
し
た
供
給
と
、
事
業

量
の
安
定
し
た
確
保
を
可
能
と

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の

超
長
伐
期
化

黄葉（おうよう）するパイロットフォレスト 

北海道森林管理局の重点取組事項 

天
然
力
を
活
用
し
た
多
様
な

森
林
づ
く
り
の
本
格
的
な
実
施

６０００ha を毎年３０ha ずつ伐採し、植栽すると、２００年後には樹齢構成が平準化する

注）齢級とは、人工林の苗木が植えられてから、 

１～5 年生を 1 齢級、6～10 年生を 2 齢級・・・としたまとまり 
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す
る
、
森
林
・
林
業
の
成
長
産

業
化
に
必
要
な
取
組
と
考
え
て

い
ま
す
。 

    

森
林
整
備
コ
ス
ト
の
う
ち
、

地
拵
え
（
じ
ご
し
ら
え
）
か
ら

下
刈
り
ま
で
に
必
要
な
、
い
わ

ゆ
る
初
期
コ
ス
ト
は
全
体
の
７

割
を
占
め
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち

下
刈
り
が
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。 森

林
整
備
コ
ス
ト
を
縮
減

す
る
た
め
に
は
、
下
刈
り
に
か

か
る
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

こ
の
た
め
、
主
伐
時
に
使
用

し
た
林
業
用
機
械
を
そ
の
ま
ま

地
拵
え
・
植
付
け
に
使
用
す
る

一
貫
作
業
の
導
入
を
図
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
伐
採
用
の
グ
ラ

ッ
プ
ル
を
地
拵
え
用
の
レ
ー
キ

に
付
け
替
え
、
苗
木
の
成
長
を

阻
害
す
る
笹
等
の
根
茎
を
切
断

す
る
と
と
も
に
、
草
本
類
の
発

生
を
抑
制
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
下
刈
り
の
手
間
と
コ
ス
ト

を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
植
栽
後
の
苗
木
の
成

長
を
早
め
下
刈
り
コ
ス
ト
を
低

減
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

成
長
を
早
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

苗
木
は
他
の
草
本
類
に
阻
害
さ

れ
る
こ
と
な
く
太
陽
の
光
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
下
刈
り
の

作
業
を
よ
り
早
く
完
了
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
優
れ
た
初
期
成
長
を
確
保

す
る
た
め
、
緩
効
性
肥
料
（
長

く
効
果
が
持
続
す
る
肥
料
）
が

含
ま
れ
た
コ
ン
テ
ナ
苗
を
実
証

的
に
植
栽
す
る
こ
と
な
ど
と
し

て
い
ま
す
。 

併
せ
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
植

え
付
け
が
可
能
な
時
期
が
裸
苗

よ
り
長
い
と
い
う
利
点
も
あ
り

ま
す
。 

一
方
、
コ
ン
テ
ナ
苗
は
実
証

的
な
取
組
が
は
じ
ま
っ
た
ば
か

り
で
民
有
林
も
含
め
た
本
格
的

な
普
及
は
こ
れ
か
ら
で
す
。 

こ
の
た
め
当
森
林
管
理
局

と
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
生
産

業
者
と
２
～
３
年
に
わ
た
る
長

期
需
給
協
定
を
締
結
し
、
生
産

業
者
が
計
画
的
に
コ
ン
テ
ナ
苗

を
生
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
も

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

低
コ
ス
ト
で
コ
ン
テ
ナ
苗
を
生

産
で
き
る
よ
う
に
カ
ラ
マ
ツ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
の
出
荷
ま
で
の
育

苗
期
間
を
１
年
に
短
縮
し
た
苗

木
の
植
栽
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。 ま

た
、
下
刈
り
が
必
要
な
箇

所
で
は
、
大
型
機
械
に
よ
る
下

刈
り
が
可
能
な
地
拵
え
や
植
付

仕
様
を
検
討
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
森
林

整
備
コ
ス
ト
の
縮
減
の
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

  

北
海
道
の
人
工
林
は
、
約
１

４
８
万
ha
あ
り
、
都
道
府
県
別

に
み
る
と
全
国
第
１
位
の
面
積

を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

は
戦
後
に
植
栽
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
齢
級
構
成
は
釣
り
鐘

型
の
い
び
つ
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
こ
の

豊
富
な
森
林
資
源
を
活
か
し
、

北
海
道
の
林
業
の
成
長
産
業
化

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
齢
級

構
成
を
平
準
化
し
将
来
に
わ
た

っ
て
木
材
を
安
定
的
に
供
給
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
今
後
、
人
工

林
の
高
齢
化
に
伴
い
供
給
が
見

込
ま
れ
る
大
径
材
が
、
市
場
で

の
製
品
価
値
が
高
い
建
築
構
造

材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。 

こ
の
た
め
、
当
森
林
管
理
局

で
は
、「
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販

売
（
以
下
「
シ
ス
テ
ム
販
売
」
）
」

に
お
い
て
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド

マ
ツ
の
大
径
材
の
う
ち
、
腐
れ

が
な
く
、
節
、
曲
り
等
の
欠
点

が
軽
微
な
原
木
を
、
価
値
の
高

い
建
築
材
と
し
て
供
給
す
る
取

組
を
実
施
し
ま
す
。
シ
ス
テ
ム

販
売
と
は
、
国
有
林
が
木
材
を

協
定
に
基
づ
い
て
需
要
者
に
安

コンテナ苗の育苗施設

大
径
材
の
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
取
組
（
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
構
築
）

トドマツの

コンテナ苗

森
林
整
備
に
お
け
る
コ
ス
ト

縮
減
（
下
刈
り
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
取
組
）

森林整備コストの内訳 

大型機械による下刈り 

北海道の人工林の齢級別面積 
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定
的
に
供
給
す
る
も
の
で
す
。 

シ
ス
テ
ム
販
売
物
件
の
公
募

に
あ
た
っ
て
は
、「
物
件
数
量
の

半
数
以
上
を
建
築
材
と
し
て
利

用
す
る
」
こ
と
、「
工
務
店
、
ハ

ウ
ス
メ
ー
カ
ー
、
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
等
と
連
携
す
る
」
こ
と
を

協
定
の
条
件
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
に
よ
り
、
大
径
材

の
高
付
加
価
値
化
を
図
る
と
と

も
に
、
素
材
生
産
を
行
う
「
川

上
」
か
ら
製
材
工
場
な
ど
の
「
川

中
」
を
経
て
工
務
店
等
の
「
川

下
」
に
至
る
ま
で
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

 

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
農
林
業
被

害
は
平
成

23
年
を
ピ
ー
ク
に

被
害
額
と
生
息
数
が
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て

高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。 

被
害
を
受
け
て
い
る
市
町
村

に
国
有
林
を
有
害
鳥
獣
捕
獲
の

場
と
し
て
積
極
的
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
国
有
林
に
お
い
て

も
捕
獲
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。 

併
せ
て
、
捕
獲
し
た
エ
ゾ
シ

カ
の
ジ
ビ
エ
利
用
促
進
の
た
め

に
、
大
型
囲
い
ワ
ナ
で
生
け
捕

り
し
、
養
鹿
な
ど
に
供
給
す
る

取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
職
員
に

よ
る
「
く
く
り
ワ
ナ
」
を
用
い

た
捕
獲
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

市
町
村
等
へ
「
く
く
り
ワ
ナ
」

の
貸
し
出
し
を
行
い
、
農
家
な

ど
に
よ
る
捕
獲
を
支
援
し
ま
す
。 

 

本
年
開
園
予
定
の
白
老
町
の

ウ
ポ
ポ
イ
（
民
族
共
生
象
徴
空

間
）
に
隣
接
す
る
、
ポ
ロ
ト
自

然
休
養
林
を
ア
イ
ヌ
文
化
を
象

徴
す
る
森
林
と
し
て
育
て
て
い

く
た
め
、
休
養
林
の
4
分
の
１

を
占
め
る
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
を

北
海
道
の
森
林
の
元
来
の
姿
で

あ
る
二
百
年
〜
三
百
年
生
の
針

広
混
交
林
や
広
葉
樹
林
に
誘
導

す
る
取
組
を
行
い
ま
す
。

市
町
村
と
と
も
に
ア
イ
ヌ
の

人
々
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

共
用
林
野
の
設
定
を
新
た
に
進

め
、
イ
ナ
ウ
の
材
料
と
な
る
ヤ

ナ
ギ
の
枝
や
ア
ッ
ト
ゥ
シ
の
材

料
と
な
る
オ
ヒ
ョ
ウ
ニ
レ
の
樹

皮
な
ど
、
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
に

不
可
欠
な
森
林
産
物
の
供
給
に
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

み
ま
す
。

   

近
年
、
全
国
で
大
規
模
な
山

地
災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
防

災
、
減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策

の
着
実
な
推
進
と
大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
調

査
等
の
対
応
が
重
要
で
す
。 

そ
の
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を
状

況
把
握
だ
け
で
な
く
、
現
地
測

量
等
に
活
用
し
て
、
災
害
箇
所

を
迅
速
か
つ
網
羅
的
に
調
査
し
、

災
害
申
請
を
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
開
拓
時
代
か

ら
住
民
の
暮
ら
し
や
農
地
を
守

っ
て
き
た
防
風
林
が
老
齢
化
し

つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
て
整
備
計
画
を

作
成
し
、
隣
接
民
地
や
農
地
へ

の
落
枝
や
日
陰
部
分
の
発
生
に

よ
り
影
響
を
与
え
て
い
る
劣
化

し
た
林
縁
部
を
低
木
に
植
え
替

え
、
さ
ら
に
、
中
央
部
を
保
残

す
る
こ
と
に
よ
り
機
能
維
持
を

図
る
よ
う
、
計
画
的
な
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
防

災
、
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策

を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
へ
の
貢
献

給餌による誘引箇所の設置 

治
山
事
業
に
よ
る
山
地
災
害

へ
の
迅
速
な
対
応
な
ど

エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
対
策
の
推
進

大型囲いワナによる捕獲 

防風林整備のイメージ 

アットゥシ(アイヌ衣装の材料

となるオヒョウ(樹皮を利用))イナウ（アイヌ祭具）の材料となるヤナギ
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は
じ
め
に 

 

当
支
署
は
北
海
道
北
東
部

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
に
位
置

し
、
紋
別
市
と
滝
上
町
に
所
在

す
る
約
８
万
４
千

ha
の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

沿
岸
地
域
の
冬
期
は
海
面

が
流
氷
に
覆
わ
れ
、
内
陸
部
で

は
最
低
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
20

度
を
超
え
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
環
境
と
な
り
ま
す
。 

気
象
条
件
は
厳
し
い
で
す

が
造
林
地
で
は
風
雪
に
耐
え

た
苗
木
が
成
長
し
、
多
く
の
人

工
林
が
主
伐
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。 

地
域
の
課
題 

利
用
期
を
迎
え
た
森
林
を

し
っ
か
り
使
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
伐
採
・
再
造
林
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
豊

か
な
森
林
資
源
を
利
用
し
て

林
業
・
木
材
産
業
が
発
達
し
て

き
た
こ
の
地
域
も
、
林
業
従
事

者
の
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力

不
足
、
苗
木
確
保
の
困
難
化
等
、

人
件
費
や
資
材
費
の
上
昇
も

あ
り
、
伐
採
地
の
更
新
が
困
難

と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。 

伐
採
跡
地
の
更
新
を
確
実

に
進
め
る
た
め
に
も
、
低
コ
ス

ト
化
及
び
労
力
を
軽
減
し
た

造
林
作
業
の
確
立
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

低
密
度
植
栽
試
験
地
の
取
組 

当
支
署
で
は
平
成
28

年
か

ら
、
造
林
事
業
の
低
コ
ス
ト
化

及
び
省
力
化
を
図
る
た
め
、
新

た
な
施
業
体
系
の
確
立
を
目

的
に
、
苗
木
の
植
栽
本
数
を
減

ら
す
な
ど
し
た
低
密
度
植
栽

試
験
地
を
設
定
し
て
い
ま
す

（
図
）
。
苗
間
を
２
倍
に
し
た

疎
植
（
そ
し
ょ
く
）
（
図
③
）

や
筋
刈
り
の
残
幅
を
２
倍
に

す
る
（
図
⑤
）
等
の
プ
ロ
ッ
ト

を
設
定
し
、
植
付
け
・
下
刈
り

の
作
業
効
率
及
び
植
栽
木
の

成
長
に
つ
い
て
現
地
調
査
・
デ

ー
タ
の
収
集
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
お
い

て
、
疎
植
で
あ
っ
て
も
苗
木
の

成
長
に
つ
い
て
は
大
き
な
影

響
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
残
幅

を
多
く
取
っ
た
方
が
下
刈
り

の
作
業
効
率
は
向
上
す
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ
が

得
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
筋
刈
り
に
よ
る
地
拵

え
を
実
施
し
た
箇
所
の
残
し

幅
に
は
広
葉
樹
が
数
カ
所
に

密
集
し
て
発
生
し
て
い
る
状

況
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
後
も
植
栽

木
の
調
査
と
併
せ
て
発
生
し

た
広
葉
樹
の
調
査
を
行
い
、
効

率
的
な
森
林
づ
く
り
に
役
立

つ
デ
ー
タ
の
収
集
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

地
域
へ
の
情
報
発
信 

 

低
密
度
植
栽
試
験
地
の
取

組
等
の
地
域
課
題
に
つ
い
て

は
情
報
紙
「
に
し
も
ん
森
林
だ

よ
り
」
で
発
信
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
加

え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り

地
域
の
情
報
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
支
署
で
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
な
ど
と
併
せ
て
発
信

し
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
取
組
を
継
続
・
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
造
林

作
業
の
省
力
化
へ
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

網走西部森林管理署西紋別支署 

主伐期をむかえたトドマツ人工林 

図 低密度植栽試験地の概要 

「にしもん森林だより」の詳細は、QR コードからご覧ください。 

植栽木の成長を調査 
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愛
別
森
林
事
務
所
の
所
在
地 

愛
別
森
林
事
務
所
は
、
北
海

道
の
お
よ
そ
中
心
部
に
位
置
す

る
旭
川
市
に
拠
点
を
も
つ
上
川

中
部
森
林
管
理
署
か
ら
、
車
で

約
40

分
離
れ
た
愛
別
町
に
所

在
し
て
い
ま
す
。 

愛
別
町
は
、
大
雪
山
系
を
水

源
と
す
る
石
狩
川
の
上
流
で
育

ま
れ
た
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
町
で
、
「
き
の
こ
の
里
」
と

し
て
有
名
で
す
。 

毎
年
９
月
に
は
「
き
の
こ
の

里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
愛
別
自
慢
の
マ
イ
タ
ケ

を
使
っ
た
ジ
ャ
ン
ボ
き
の
こ
鍋

な
ど
秋
の
味
覚
を
満
喫
で
き
ま

す
。 

上
川
盆
地
の
冬
の
寒
さ
は
厳

し
い
で
す
が
、
町
民
の
方
々
の

暖
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
な
が
ら

業
務
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。 

森
林
事
務
所
の
業
務
概
要 

当
森
林
事
務
所
は
、
愛
別
町

と
比
布
町
に
ま
た
が
る
約
１
５
，

７
０
０
ha
（
札
幌
ド
ー
ム
約
３
，

０
０
０
個
分
）
の
国
有
林
を
管

理
し
て
い
ま
す
。 

主
な
業
務
は
、
管
轄
区
域
内

の
林
野
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
異
常

の
有
無
を
確
認
す
る
「
林
野
巡

視
」
、
植
林
し
た
樹
木
を
育
て

る
た
め
の
保
育
作
業
等
、
森
林

の
持
つ
公
益
的
機
能
の
維
持
増

進
を
目
的
と
し
た
森
林
整
備
事

業
の
「
監
督
業
務
」
、
適
切
な

森
林
整
備
に
向
け
た
デ
ー
タ
を

収
集
す
る
「
森
林
調
査
」
、
そ

し
て
こ
れ
ら
の
事
業
実
行
に
欠

か
せ
な
い
林
道
等
の
「
点
検
業

務
」
、
な
ど
様
々
な
業
務
を
２

名
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

森
林
事
務
所
で
好
き
な
仕
事 

様
々
な
仕
事
の
中
で
も
特
に

「
森
林
調
査
」
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

調
査
箇
所
は
、
林
道
か
ら
近

場
で
歩
き
や
す
く
条
件
の
良
い

森
林
も
あ
れ
ば
、
背
丈
以
上
の

サ
サ
が
行
く
手
を
阻
む
よ
う
な

森
林
も
あ
り
ま
す
。 

季
節
に
よ
っ
て
現
場
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
冬
期
の
ス
ノ

ー
モ
ビ
ル
や
ス
キ
ー
を
使
っ
た

作
業
に
調
査
の
醍
醐
味
を
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
な
か

な
か
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
奥

深
い
自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き

る
こ
と
に
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
道
中
に
危
険
を
伴

っ
た
り
（
熊
と
の
遭
遇
な
ど
）、

山
歩
き
も
過
酷
だ
っ
た
り
も
し

ま
す
が
、
そ
の
分
、
仕
事
を
終

え
た
時
は
大
き
な
達
成
感
を
味

わ
え
ま
す
。 

今
年
は
例
年
と
比
べ
積
雪
が

少
な
か
っ
た
た
め
雪
解
け
も
早

く
、
林
内
に
雪
が
あ
り
、
歩
き

や
す
い
う
ち
に
、
少
し
で
も
多

く
の
調
査
が
で
き
る
よ
う
奮
闘

中
で
す
。 

森
林
官
と
し
て
・
・
・ 

初
め
て
の
森
林
官
業
務
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
不
安
や
緊
張
感

も
あ
り
ま
す
が
、
現
場
を
担
う
森

林
官
と
し
て
早
く
一
人
前
に
な

れ
る
よ
う
に
、
数
多
く
の
現
場
へ

赴
き
、
管
内
の
状
況
を
把
握
・
熟

知
し
、
「
何
で
も
知
っ
て
い
る
森

林
官
」
を
目
指
し
業
務
に
励
ん
で

い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ま
方
か

ら
「
国
有
林
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
日
々

精
進
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

上川中部森林管理署 
愛別森林事務所 

森林官 藤田 尚毅 

大雪山系：管内からの眺望 

森林調査の様子 

愛別森林事務所 
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釧
路
湿
原
森
林
ふ
れ
あ
い

推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林

ふ
れ
あ
い
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
関
係
行
政
機
関
や
関

係
団
体
等
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す 

こ
の
催
し
は
、
木
育
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
協
働
の

森
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め

る
た
め
、
地
域
住
民
の
方
々

へ
「
木
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を

提
供
」
し
、「
森
林
づ
く
り
の

重
要
性
」
や
「
木
の
良
さ
」

等
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

国
有
林
、
釧
路
総
合
振
興
局

森
林
室
や
市
町
村
、
関
係
団

体
等
が
連
携
し
て
昨
年
の

10
月
19
日
・

20
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

会
場
に
は
、
釧
路
管
内
の

木
育
・
植
樹
活
動
を
紹
介
す

る
「
パ
ネ
ル
・
木
製
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
」
、
木
の
玉
の
プ
ー

ル
等
で
遊
べ
る
「
木
と
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
」
、
カ
ラ
マ

ツ
を
使
っ
た
箱
椅
子
づ
く
り

が
で
き
る
「
木
育
広
場
」
、
木

の
葉
や
輪
切
り
、
枝
等
で
木

工
ク
ラ
フ
ト
が
作
成
で
き
る

「
木
工
作
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

等
、
様
々
な
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
根
釧
西

部
森
林
管
理
署
と
連
携
し
て
、

マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
枝
、
木
の

輪
切
り
等
の
森
林
の
恵
み
を

材
料
と
し
た
「
ミ
ニ
ツ
リ
ー

づ
く
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。 

国
有
林
ブ
ー
ス
に
は
、
親

子
連
れ
が
早
々
に
訪
れ
、
ミ

ニ
ツ
リ
ー
の
見
本
を
参
考
に

材
料
を
選
び
、
木
工
ク
ラ
フ

ト
づ
く
り
を
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
、
用
意
し
た
席
が
な
か

な
か
空
か
な
い
状
況
で
、
会

場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
は
、
釧
路
管
内

の
関
係
団
体
や
企
業
、
関
係

行
政
機
関
が
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
紹
介
や
製
品
の

展
示
を
通
じ
て
消
費
者
と
交

流
し
、
釧
路
産
木
材
の
需
要

拡
大
を
促
す
こ
と
等
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

昨
年
11
月
９
日
・
10
日
の

二
日
間
で
４
千
名
を
超
え
る

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
根
釧
西

部
森
林
管
理
署
と
連
携
し
て
、

森
林
の
恵
み
を
材
料
と
し
た

「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
」
づ
く
り
、

「
お
山
ん
画
」
の
展
示
や
「
チ

ェ
ン
ソ
ー
マ
ン
」
へ
の
変
身

コ
ー
ナ
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。 

国
有
林
ブ
ー
ス
に
は
、
開

場
直
後
か
ら
次
々
と
親
子
連

れ
が
訪
れ
、
見
本
で
こ
れ
か

ら
作
る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を

膨
ら
ま
せ
て
材
料
を
選
び
、

「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
」
を
作
っ
て

い
ま
し
た
。 

今
回
の
森
林
ふ
れ
あ
い
の

取
り
組
み
も
、
親
子
で
一
緒

に
ク
ラ
フ
ト
を
作
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
、
作
品
が
完
成
し

た
時
に
は
皆
が
笑
顔
に
な
り
、

嬉
し
そ
う
に
作
品
を
持
ち
帰

っ
て
い
ま
し
た
。 

会
場
に
訪
れ
た
方
々
は
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
木
と

の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 

釧路湿原森林ふれあい推進センター 

屋外会場 

お山ん画を説明中 

ミニツリーづくりの様子

く
し
ろ
木
づ
な

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

木
育･

森
づ
く
り
フ
ェ
ア

7



今
月
の
表
紙 

ア
ズ
キ
ナ
シ
は
、

ｍ
～

ｍ
に
な
る
、
落
葉
高
木
で

す
。 山

地
や
低
地
に
分
布
し
て

い
ま
す
が
、
街
路
樹
に
も
使
わ

れ
る
の
で
、
身
近
な
木
で
す
。 

名
前
の
由
来
は
、
実
の
形
が

梨
に
似
て
い
る
た
め
で
す
。 

秋
に
は
、
赤
い
小
さ
な
実
が

つ
き
ま
す
。 

カ
タ
ス
ギ
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

広報 「北の森林 国有林」５月号 

発行 林野庁北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3条7丁目70 

ＩＰ電話 050-3160-6300
電 話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

も り 

8


	名称未設定



